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メ
カ
イ
（
目
籠
）
は
東
日
本
の
低
山
や
里
山
を
中
心
に
自

生
す
る
篠
竹
（
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
）
を
材
料
に
作
ら
れ
る
小
型

の
カ
ゴ
で
す
。
か
つ
て
町
田
市
域
の
農
家
で
は
、
農
作
業
や

炊
事
な
ど
日
用
品
と
し
て
作
ら
れ
る
と
と
も
に
、
商
品
と
し

て
も
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
田
市
を
含
む
南
多
摩
地
域
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら

冬
の
農
閑
期
に
お
け
る
貴
重
な
収
入
源
と
し
て
メ
カ
イ
作
り

メ
カ
イ
の
こ
と
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が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。『
東
京
府
南
多
摩
郡
農
会

史
』（
一
九
一
四
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
末
に
は
南

多
摩
郡
内
で
約
五
十
万
個
の
メ
カ
イ
が
生
産
さ
れ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
田
市
域
に
は
八
王
子
や
多
摩
か
ら

メ
カ
イ
作
り
の
技
術
が
伝
わ
り
、
大
正
時
代
初
期
に
は
小

野
路
地
区
を
中
心
と
す
る
鶴
川
村
の
五
十
軒
あ
ま
り
の
家

で
メ
カ
イ
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
南
多
摩
地
域
の
メ
カ

イ
は
、
西
は
京
阪
地
域
か
ら
北
は
北
海
道
へ
販
路
が
広

が
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
九
五
〇
年
代
に
入
り
、
安
価
で
大
量
生
産
可

能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
製
の
ザ
ル
や
カ
ゴ
が
普
及
し

た
た
め
、
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
メ
カ
イ
の
作
り
手

は
次
第
に
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
メ
カ
イ
作
り
の
技
術

が
失
わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
小
野
路
の
萩
生
田
長
吉
氏

は
、
メ
カ
イ
作
り
の
歴
史
や
作
り
方
を
伝
え
る
講
座
を
開

き
、『
多
摩
の
め
か
い
』（
一
九
七
七
年
）
と
い
う
著
書
を

残
し
ま
し
た
。
こ
の
著
書
は
、
今
で
は
多
摩
の
メ
カ
イ
作

り
の
基
本
資
料
と
し
て
作
り
手
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

萩生田長吉『多摩のめかい』
1977 年（私家版）
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メ
カ
イ
包
丁
は
刃
渡
り
約
一
〇
㎝
の
小

刀
で
、刃
の
上
部
に
特
徴
的
な
突
起
（
ツ
ノ
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
突
起
を
使
っ
て
編
み

目
や
縁
を
巻
き
締
め
る
作
業
を
お
こ
な
い

ま
す
。
メ
カ
イ
作
り
の
主
な
担
い
手
で
あ
っ

た
女
性
が
他
地
域
へ
嫁
ぐ
な
ど
、
メ
カ
イ

作
り
の
技
術
や
メ
カ
イ
包
丁
と
い
っ
た
道

具
が
他
の
地
域
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
メ
カ
イ
包
丁
に
加
え
て
、

作
り
手
自
身
が
工
夫
し
た
道
具
を
使
い
メ

カ
イ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

メカイ包丁（個人蔵）
刃元部分に、原町田にあった
ヒョウタン鍛冶と呼ばれた乞田
鍛冶屋のものと思われるヒョウ
タン印が見られる。

①押切り／②前掛け／③竹割鉈／④⑤⑯鋸／⑥ハンマー／⑦竹割用具
⑧ニッパー／⑨はさみ／⑩砥石／⑪ビニール紐／⑫彫刻刀／⑬剪定ばさみ
⑭メカイ包丁／⑮軍手／⑰太枝切ばさみ（すべて個人蔵）
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❹ ❺

メ
カ
イ
作
り
の
道
具

❷



シリカガリ

スジ

フチアテ

フチマキヒネ

ヨコマワシ

シリアテ

スジ

ソコフミ
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メ
カ
イ
の
各
名
称
は
多
く
の
場
合
口
頭
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
南
多

摩
地
域
の
中
で
も
呼
び
方
が
異
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
町
田
市
域
特
有
の
呼

び
方
を
、
民
俗
語
彙
と
し
て
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

•

オ
オ
ヒ
ラ

底
面
の
直
径
が
約
十
九・五
cm
で
、
家
庭

用
と
し
て
作
ら
れ
る
ほ
か
料
理
屋
な
ど

へ
出
荷
す
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

•

ジ
ョ
ウ
メ
ズ

底
面
の
直
径
が
約
二
十
二
cm
の
大
サ
イ

ズ
に
、
中
・
小
サ
イ
ズ
が
入
れ
子
状
に

な
っ
た
三
つ
セ
ッ
ト
で
、
主
に
家
庭
用

と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

•

コ
バ
シ
ラ

ジ
ョ
ウ
メ
ズ
よ
り
も
深
さ
が
あ
り
、 

主
に
料
理
屋

な
ど
へ
出
荷

す
る
た
め
に

作
ら
れ
ま
し

た
。

メ
カ
イ
の
部
分
名
称

主
な
メ
カ
イ
の
種
類

オオヒラ



２ 

編
み
方

１ 

材
料
の
準
備
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南
多
摩
地
域
の
メ
カ
イ
作
り
に
は
、
次
の
三
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
①
メ
カ
イ
包
丁
を
使
う

こ
と
、
②
特
定
の
職
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
誰
で
も
日
常
生
活
の
中
で
作
れ
る
こ
と
、
③
篠
竹

を
乾
燥
さ
せ
ず
に
青
竹
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

　
山
で
の
篠
採
り
か
ら
は
じ
ま
り
、
ヒ
ネ

（
篠
竹
を
割
り
、
篠
竹
の
表
皮
部
分
と
白

い
肉
部
分
を
剥
ぎ
分
け
た
も
の
）作
り
が
、

メ
カ
イ
の
出
来
を
左
右
す
る
重
要
な
作

業
に
な
り
ま
す
。
採
取
す
る
篠
竹
の

太
さ
の
見
極
め
や
、
メ
カ
イ
包
丁

な
ど
道
具
の
使
い
方
に
は
熟
練
の

技
が
必
要
で
す
。

❶�篠採り：メカイの材料とな
る篠竹を採取します。

❸�ヒネヘギ：ヒネを作りま
す。「ヘグ」は皮を剥ぐと
いう意味の方言です。

❷�篠割り：篠竹を太さに応じ
て四

よ

つ割り、六
む

つ割り、八
や

つ割りなどにします。

完成！

メ
カ
イ
を
作
る

❹�スジイレ：フチマキが完成したら、
補強のためにマダケかモウソウチク
などで作ったスジを差し込みます。

❶�ソコフミ：ヒネを編んで籠目を作り、
メカイの底面を作ります。

❷�ヨコマワシ：メカイの側面を編みあ
げます。

❸�フチマキ：メカイの縁部分を作ります。

オオヒラの
メカイを 1つ
作るためには、
8～10本の
篠竹が必要。
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町田市広袴町のヨウカゾウ
（撮影 佐藤高氏）

メ
カ
イ
の
作
り
手
た
ち
の
今

　
メ
カ
イ
製
作
技
術
の
継
承
と
そ
の
作
り
手
た
ち
の

育
成
お
よ
び
メ
カ
イ
の
普
及
を
目
的
に
、「
小
野
路

の
め
か
い 

篠
・
竹
細
工
伝
統
技
能
保
存
会
」
が
町

田
市
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
萩
生
田
長
吉
氏
に
師

事
し
た
立
川
英
治
会
長
を
中
心
に
、
山
で
の
篠
採
り

か
ら
編
み
方
ま
で
の
一
連
の
技
術
習
得
を
目
指
し
、

メ
カ
イ
作
り
の
技
術
を
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
伝
統
文

化
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

メ
カ
イ
の
民
俗
風
習

　
十
二
月
八
日
と
二
月
八
日
は
「
ヨ
ウ
カ
ゾ
ウ
」
と

い
い
、
夜
に
な
る
と
一
ツ
目
小
僧
が
家
に
来
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
一
ツ
目
小
僧
は
屋
外
に
置

い
て
あ
る
履
き
物
に
い
た
ず
ら
を
し
、
い
た
ず
ら
さ

れ
た
履
き
物
を
履
く
と
疫
病
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
た
の
で
、
一
ツ
目
小
僧
を
追
い
払
う
た
め
に
メ
カ

イ
や
ザ
ル
な
ど
を
玄
関
に
つ
る
し
た
り
、
棒
で
立
て

た
り
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
一
ツ
目
小
僧
は
自

分
よ
り
も
目
が
た
く
さ
ん
あ
る
メ
カ
イ
や
ザ
ル
を
見

て
、
驚
い
て
逃
げ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。



手
仕
事
の
技 

―
小
野
路
の
メ
カ
イ
作
り
再
発
見
― 

展
解
説
冊
子

発　
行　
日　
二
〇
二
六
年
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十
九
日

編
集
・
発
行　
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田
市
教
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委
員
会
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涯
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総
務
課
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史
資
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担
当
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担
当
：
佐
久
間
か
お
る
）

協　
　
　
力　
小
野
路
の
め
か
い 

篠
・
竹
細
工
伝
統
技
能
保
存
会

刊
行
物
番
号　
二
五

−

二
七

印　
　
　
刷　
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
エ
ン
ズ

こ
の
冊
子
は
八
〇
〇
部
作
成
し
、一
部
あ
た
り
単
価
は
二
五
四
円
で
す
（
職
員
人
件
費
を
含
み
ま
す
）。


